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1 ．教材 としてのマララ演説の

魅力と懸念

20 14 年 12 月 の マ ラ ラ の ノー ベ ル 平 和 賞 受 賞 演

説（イ ン ター ネ ッ トで「マ ラ ラ演 説 」で 検 索 す る と

Ⅵ）u T u b e で視 聴 で きるペ ー ジが発 見 で きます ）を初

めて視 聴 した 時，私 は感動 のあ ま り涙 を止 め る こ と

がで きなか っ た。17 歳 の少 女 の悲 痛 で はあ るが 力 強

い訴 え に心 を動 か され た の は，私 一 人 で は なか っ た

だろ う。 この 演 説 は， 例 え ば L e t u s b e com e th e

鮎st g en e ra tion とい った フ レー ズを何 度 も反復 し

たり， e a Sy ⇔ h a rd ， StrOn g ⇔ w e a k な どの単 語

と単語 ， 文 と文 の対 比 が巧 み で素 晴 ら しい。 キ ン グ

牧師 の “I H av e a D r ea m ”を彷 彿 と させ る演 説 だ。

その演 説 の巧 み さが，聴 衆 の耳 を釘 づ け にす る理 由

だろ う。 私 は この演 説 を視 聴 した時 ， これ を使 っ て

授業 を したい とい う強 い衝 動 にか られ た。

この演 説 を教 材 と して 使い た い と思 った 理 由 は 次

の2 点 で あ る。 第 1 に，上 記 で 述 べ た こ とか らこ の

演説 ほ ど音 読練 習 に適 した教 材 は な い と思 っ た こ と

であ る．。 第 2 に， 世 界 に は 学 校 で 勉 強 を した い と

思って も，そ の 願 いが 踏 み に じ られ て い る多 くの子

ど も た ち が い る こ と を 知 り， 学 ぶ こ との 貴 重 さ を 生

徒た ち に実 感 して ほ しか っ た こ とで あ っ た 。

実 はそ の一 方 で， この演 説 を教 材 と して扱 うに あ

たって は，大 きな懸 念 もあ った 。女 子 が 教 育 を受 け
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る権 利 を主 張 して い た マ ラ ラは， タ リバ ン運 動 の 憎

しみ の対 象 とな り，彼 らに銃 撃 を さ讃t重 傷 を負 っ た。

この こ と自体 は 許 し難 い蛮 行 で あ る。 しか し， この

蛮行 そ して マ ラ ラの 演説 は， 一歩 間違 うとア メ リカ

の対 テ ロ戟 争 を 正 当 化 す る根 拠 に さ れ る 恐 れ が あ

る。

9 ．11 事 件 の 後 ， ア メ リ カ は ア フ ガ ニ ス タ ン の タ リ

バン政 権 ，翌 年 には イラ ク戟 争 で フセ イ ン政 権 を軍

事攻 撃 して 崩壊 させ た。 この よ うな ア メ リカの 対 テ

ロ戦 争 は暴 挙 以外 の何 もので もない 。 マ ラ ラ演 説 を

授業 で 扱 う こ と に よ っ て ， ア メ リ カ の こ れ ま で の 戟

争政策が正 義の戟争 と教師や生徒 の心 に刷 り込 まれ

るこ とはな ん と して も防が ね ば な らな い。 2 0 16 年 度

の中高の英語 だけでな く社会科や家庭 科の多 くの教

科書 で もマ ラ ラが 取 り上 げ られ る こ とが 予 想 され る

だけ に， こ の視 点 は忘 れて は な らない と考 え る。

2 ．『英語教育が整えるとき』に

触発されて

私に とって 20 14 年度 は現役の英語教 師の最後の

年で あ った 。長 年 ，教 師 を して きた に もか か わ らず ，

この 最 後 の年 も授 業 で は苦 労 を して い た。 授 業 が 始

まって も着 席 す るの に時 間 が かか った り， 私 語 や 居

眠りを注意 した り，あ るい は音 読 で 全 く声 を 出 さな

くな っ て し ま っ た ク ラ ス も あ っ た 。

そ ん な 時 ，『英 語 教 育 が 延 え る と き一 寺 島 メ ソ ッ

ド授 業 革 命』（明 石書 店 ，20 14）とい う本 を著 者 の 山

田昇 司 先 生 か ら頂 い た 。 この 本 は，英 語 を苦 手 とす

る大 学 生 た ちに ， どの ように生 き生 き と授 業 に取 り

組ませ た の か とい う実 践 記 録 で あ った。 授 業 で い ろ

いろ と因 って い た 私 は この本 を読 ん だ 時， 何 か 救 世

主に出 会 った 感 じが して心 の 中 に閃 くもの が あ った 。

山田先 生 が大 学 で 行 っ た『レ・ ミゼ ラブ ル』の「 リズ

ムよみ 」の授 業 の実 践 方 法 を， 私 の 授 業 の 中で 使 え

ないか と考 え実 践 した のが ， マ ラ ラの ノーベ ル賞 受

賞演説の音読授業の試みであった。

授 業 準 備 段 階 で は， プ リン ト作 りに つ い て 山 田先

生か ら懇 切 丁 寧 な ア ドバ イ ス を もらい な が ら準 備 を

すす め た。 ○ か ら◎ の プ リン トを作 成 した。

O「リズム よ み」プ リン ト（ 1 枚 ）次ページの下段参照



◎フ レーズ訳 書 き込 み 用の読 解 プ リン ト（4 杖 ）

◎フ レーズ訳 が書 いて あ る英 文視 写 プ リン ト（2 枚 ）

○資 料 1 「誰 も耳 に しないマ ラ ラた ち」

資料 2 「米 国軽人爆撃機による爆撃被害者」

資 料 3 「マ ララ とナ ビラ ：天 地 の差」

（出典 ：ブ ロ グ「マ ス コ ミに載 らな い海 外記 事 」）

◎グループ群読イ也者評価票

3 ．「リズムよみ」を使った音読授業

このマ ララ演 説の 音 読授 業 は，「リズム よみ 」に よ

るグル ープ音 読 そ して群 読 を中心 に して 行 った。

「リ ズム よみ」は， もと もとは寺 島 隆吉 先 生 （元 岐

阜大 学 教授 ）が 創案 され た もの であ る。「 リズム よみ 」

とは， 強 音 節（主 に内 容 語 で 記 号 は □ ）をペ ンで等

間隔 に 強 く打 ち なが ら読 む よみ 方 で あ る。 以 下 は．

『 英 語 に とって音 声 とは何 か』（寺 島隆 吉 ，200 0， あ

すな ろ社 ）の p ．15 の 記 述 を元 に して ，私 な りに ま と

めた もの であ る。

リズム よみ プ リン トの使 い方 と英語 音 声 の原 則

（ 五 大 きな□ と○ は 強 く， 小 さな □と‘⊃は弱 く読

む。

②強 く読 まれ る部 分 は 時 間的 にほ ぼ同 じ時 間 で

読 まれ な けれ ば な らない。（リズ ムの等 時性 ）

③□は内容語，○ は機能語 を表す。一般に内容

語 （□ ）は強 く機 能 語 （○）は 弱 く読 まれ る。

時 に は内容 語 が弱 く（□），機 能語 が強 く（○ ）

読 まゴt る 。

④文 全 体 の リズ ム（文 強 勢 ）が個 々 の語 の ア ク

セ ン ト（語 強 勢 ）よ り優 先す る。

4 ．授業はどのように行われたのか

マ ララ の音 読 授 業 は 2 年 生 の クラ スで行 った 。 そ

れも学 年 3 名 の担 当 教 師 全 員 で， 8 ク ラス すべ て の

クラ スで 実 施 す る こ とと なっ た。文 字 通 り音 読 締 習

にだ けに 焦 点 を 合 わせ た授 業 で ，○ の「リズ ム よ み」

プリン トを 使 っ て， 音 読 指 導 を行 った。 グル ー プ音

読テ ス トの 合 格 基 準 は ，全 員 が そ ろっ てペ ン をた た

き声 が 揃 っ て い る こ とで あ っ た。 この音 読 方 法 は，

学習 意 欲 の低 い生 徒 も含 め て本 当 に楽 しそ うに 取 り

組ん で くれ た 。 この 授 業 は 全体 で 次 の よう に して，

6 時 間 をか けて 行 っ た。

1 ，2 ，3 ，4 時 間 目

①背景知識 を増やすために，○の資料 1 （ 1 時間 目），

資 料 2 （2 時 間 目），資 料 3 （ 3 時 間 目）を読 む。

資 料 2 と資料 3 は ア メ リカの無 人 爆 撃機 に よる民

間人犠牲者の記事 で，冒頭で述べ たマララ演説へ

の 懸 念 を解 消 したい との 意 図が あ った。

②授業で音読締 習をす る演説最 後の 3 分間の部分の

テ ー プ リ ス ニ ン グ （省 略 す る こ と もあ っ た ）。

③○ の 「リズ ム よ み」プ リン トの 中 の 払 r t l （1 時

間 目），P ar t 2 （2 時 間 目），P a止 3 前 半 （3 時 間

目），P a rt 3 後 半 （4 時 間 目）の英 文 を ク ラス 全

体 で「リズム よみ 」練 習 す る。

④2 人 ～ 4 人 の グル ー プで「リズ ム よみ 」の締 習 を さ

せ る。

⑤グ ル ー プ ご との音 読 テス トをす る。

合 格 した生 徒 た ち には ，◎ の 読解 プ リン トと◎ の

英 文 視 写 プ リン トを教 室 の 前 に置 い て お き， 順 次

持 っ てい かせ て， 自習 の形 で取 り組 ませ る。

□0 0 0 □ 0 0 0 □ 0 口 0 □ □ 0 0

W h y lS it ／th a t c o u n tr ie s w h ic h w e c a ll s tr o n g a r e s o p o w e r良11
●

ホワ イ イ ズ イ ト ザ ッ ト カ ン ト リ ー ズ フ ィ ッ チ ウ イ コ ー ル ス ト ロ ン グ ア ー ソ ー パ ワ フ ル

0
□0 □ 0 0 □ □ 0 □ 0 □

i n c r e a t i n g w a r s ／b u t a r e s o w e a k i n b r i n g l n g p e a C e ？●

イン ク リ エ イ テ ィ ン グ ウ ォ ー ズ バ ッ ト ウ ア ー ソ ー ウ イ ー ク イ ン プ リ ン ギ ン グ ピ ー ス

○ の 「リ ズム よみ 」 プ リ ン トか らの 抜 粋
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5 ，6 時 間 目

（ 丑マ ララ演説の最 後の 6 分半 の部分（◎ の読解 プ リ

ン トで取 り上 げ た部分 ）の D V p を見せ る。

②これ まで の 2 ～ 4 人の 音 読 グル ー プ を統 合 して，

6 八 ～ 8 人 の群 読 グル ー プ を作 る。 グ ルー プ 内 を

A と B に分 けて， 全員 で 読 む と ころ，A グル ー プ

の 読 む ところ，B グ ルー プ の読 む と ころの 3 つ の

部 分 を交互 に読 む群 読 の練 習 を させ る。

③最 後 の 6 時 間 目に，群 読 グ ルー プ に ク ラスの 前 で

群 読 の プ レゼ ンを行 わ せ る。 聞 い てい る生 徒 た ち

には，◎ のグループ群読他者評価票 を記入 しなが

ら， プ レゼ ンを聞か せ る。

〈理系 クラスの 6 時 間 目の授 業 風景 〉

その後 ， ク ラス前 で の発 表 を行 う。 発 表 中 に何

人か の 私語 があ った ので ，「聞 くと きは静 か に 聞

きな さい 」と注 意 しな けれ ば な らな か っ た。 本

当に落 ち着 きが ない な あ。 グルー プ に よって は，

途中 で バ タ リ と止 ま っ て し ま い ， そ こ の 所 か ら

やり直 す グ ル ー プ もあ っ た 。 ま た ， ひ と りだ け

C h ild を チ ル ドと 読 ん だ りす る 子 が い た り， 強

勢を置 く場 所 が グルー プ 内 で ズ レて しま った り

した場 面 もあ った。 その た び に笑 い 声 が 聞 こえ

たり，「が ん ばれ ！」とい う掛 け声 が か け られ た。

やは り， これ まで の 2 ～ 4 名 の 少 人 数 の グ ル ー

プが 6 ～ 8 名 の大 人数 の 群 読 に な る と， 全 体 で

合わせ て読 むのが 難 しい よ うで あ った。 発表 す

るほ う も， 見 て い る 生 徒 た ち も， 私 も ニ コ ニ コ

として聞い て いた。（実 践 記録 よ り抜 粋 ）

5 ．生徒の感想よ り

①リズム をとるの に苦 労 した。 み んな と息 を合わ せ ，

リズ ム を打 ちな が ら発 音 す るの は難 しか っ た け

ど， と て も 良 か っ た と 思 う。 マ ラ ラ さ ん の 強 調 し

た い 部 分 が， 実 際 の「 リズ ム よみ」を通 して理 解

で きた と思 う し， 本 人 の声 を聴 くと本 当 に強 い 思

い で 言 葉 を 伝 え て い る な と 感 じ る こ とが で き た 。

自分 もマ ラ ラさんみ た い に， 日本 語 や 英 語 で しっ

か り気 持 ち をの せ て言 葉 を伝 えて い け れ ばい い な
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と思 い ま し た 。

③「 リ ズ ム よ み 」の と きが す ご く楽 し く て 良 か っ た 。

難 しい と こ ろ もあ っ て 苦 労 した け ど， 最 後 に は

ち ゃん と読 め た し， 楽 しか っ た。 マ ララの 演 説 は

なか なか興 味 深 くて， 人 権 につ い て， 少 ししっ か

り考 えて み るべ きだ と思 った。

⑨マ ラ ラは私 た ち と同 じぐ らい の年 な の に， あ ん な

にす ごい演 説 を して いて ，私 に は絶 対 で きな い こ

とだ し， マ ララの 演 説 の お か げ で勇 気 を も らっ た

人が た くさん い るか ら，マ ラ ラの演 説 は す ごい と

思 った。

④世 界 には， 学 校 に 行 きた くて も行 け ない子 や ，学

びた い の に， お金 や 機 会 が な くて で きな い子 が た

くさん いて ， 自分 た ちが ， 日本 が， どれ だ け平 和

で め ぐまれ て い るか を痛 感 しま した。 世 界 が 動 き

出す こ とで ，多 くの子 ど もた ちが 学 習 の 機 会 を得

らゴt る よ う に な っ て ほ し い で す 。 で も， 資 料 2 と

3 を読 んで ，マ ララ さん が 注 目 され て い る背 景 に

「過激派への攻撃の合理化」が見えて，その戦争 に

よ って 無 関 係 な多 くの 人 が 傷 つ い て い る こ とに，

誰 も ほ と ん ど 見 向 き も しな い こ とが わ か り ま した 。

⑤資 料 2 と 3 に 出て きた， 無 人機 の 爆 撃 に よ って ，

お ば あ さん を亡 くして しまった 女 の子 （ナ ビラ）の

話 はひ どい話 だ と思 った。 また ， い ろ い ろ調 べ て

み よ う と思 う き っ か け と な っ た 。

6 ．おわ りに

この「マ ララ演説音読授業の試み」の実践記録 は，

も とも とは A 4 判 で 66 ペ ー ジ の か な り長 い論 文 で

あった。 この実践記録 では，具体 的 な授業 の様子，

授業 準 備 の 過 程 と実際 の 使 用 プ リ ン ト 教 師 の 喜 び

迷い苦 しみ な どが， い い こ と も悪 い こ とも含 め て 克

明に 赤 裸 々に 記 述 さjt て い る。 こ の 論 文 は ， イ ン

ター ネ ッ トで「マ ラ ラ演 説 音 読 授 業 の 試 み 」と入 力

して も ら え ば ， 検 索 で き る 。 こ れ は 「寺 島 メ ソ ッ ド

同好 会 」の ホ ー ム ペ ー ジに 公 開 され た もの で あ る。

h ttp ：〟b g ou k en jim d o．coI〟 本実践 に興味 を持 って

いただ け た方 はぜ ひ ご一 読 い た だ き， 新英 研 の M L

などに コメ ン トを投 稿 して い た だ け れ ば， これ に勝

る喜 び はな い。
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